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自然はわれらを　われらは自然を

絶えまない人と自然
の連携を象徴するメ
ビウスの連環。これ
が息の長い活動が期
待される自然保護の
シンボルマークに表
現されています。　
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キヌオオフクロタケ

Podstroma.sp

ニクコウヤクタケ

かさの表面

Podstroma.sp 子嚢と子嚢胞子

ニクコウヤクタケの胞子

ニクコウヤクタケの糸状体

オオアオイトトンボ

シュレーゲルアオガエル

分
裂
し
て
十
六
個
の
子
嚢

胞
子
に
な
り
ま
す
。

こ
の
他
に
も
秋
の
苑
内

は
カ
ラ
カ
サ
タ
ケ
の
仲
間
、

オ
ニ
タ
ケ
、
マ
ツ
カ
サ
タ

ケ
、
ハ
タ
ケ
シ
メ
ジ
な
ど

の
き
の
こ
で
賑
わ
い
ま
す
。

苑
内
に
は
「
ク
ス
ノ
キ
」

の
大
木
が
あ
り
、
そ
の
幹

や
枝
を
よ
く
観
察
す
る

と
ピ
ン
ク
色
を
し
た
小
さ

な
き
の
こ
が
い
く
つ
も
連

な
っ
て
発
生
し
て
い
る
こ

と
に
気
が
つ
き
ま
す
。「
ニ

ク
コ
ウ
ヤ
ク
タ
ケ
」
と
い

う
硬
い
き
の
こ
の
仲
間
で

長
期
間
発
生
し
て
い
ま
す

が
、
き
の
こ
が
小
さ
く
て

人
目
に
つ
か
な
い
の
で
す

変
驚
き
ま
し
た
。
和
名
の

な
いPodstroma 

の
仲
間

と
い
う
ボ
タ
ン
タ
ケ
科
に

属
す
る
大
変
珍
し
い
き
の

こ
で
す
。
上
の
写
真
で
黒

い
き
の
こ
は
完
熟
し
て
い

ま
す
が
、
右
の
黄
色
い
個

体
は
未
成
熟
で
す
。
細
長

い
子
嚢
の
中
に
は
八
個
の

子
嚢
胞
子
が
作
ら
れ
、
成

熟
す
る
と
胞
子
の
隔
壁
が

冬
に
備
え
、
マ
フ
ラ
ー
を

纏
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え

ま
す
。
マ
ツ
の
切
り
株
か

ら
マ
ツ
オ
ウ
ジ
が
夏
か
ら

継
続
し
て
発
生
を
続
け
て

い
ま
す
。
十
月
に
は
シ
イ

の
巨
木
に
ヒ
ラ
フ
ス
ベ
が

塊
状
と
な
っ
て
発
生
し
、

毒
き
の
こ
で
大
型
菌
の

「
オ
オ
シ
ロ
カ
ラ
カ
サ
タ

ケ
」
も
ま
だ
発
生
し
て
い

ま
す
。
苑
内
に
は
マ
ツ
が

多
い
の
で
、
何
処
を
歩
い

て
も
マ
ツ
カ
サ
が
沢
山
落

ち
て
い
ま
す
。
こ
の
マ
ツ

カ
サ
を
分
解
を
す
る
き
の

こ
は
京
都
御
苑
で
は
マ
ツ

カ
サ
タ
ケ
、
ニ
セ
マ
ツ
カ

サ
シ
メ
ジ
、
マ
ツ
カ
サ
キ

ノ
コ
モ
ド
キ
の
担
子
菌
類

三
種
が
毎
年
の
定
番
で
す

が
、
初
め
て
マ
ツ
カ
サ
に

子
嚢
菌
類
が
発
生
し
、
大

生
し
た
の
で
す
。
あ
ま

り
に
も
綺
麗
な
き
の
こ
で
、

見
と
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

か
さ
の
表
面
は
そ
の
名

の
通
り
、
キ
ヌ
の
感
触
そ

の
も
の
で
、
自
然
が
作
り

出
し
た
芸
術
作
品
と
い
え

ま
す
。
い
つ
の
日
か
再

び
出
会
い
た
い
き
の
こ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
キ
ヌ
オ
オ
フ
ク
ロ
タ
ケ

の
発
生
を
最
後
に
、
発
生

の
材
は
完
全
に
分
解
さ
れ
、

腐
生
菌
と
し
て
あ
ら
ゆ
る

き
の
こ
の
生
活
が
終
わ
り

ま
し
た
。
つ
ま
り
一
本
の

巨
大
な
倒
木
が
土
に
還
っ

た
の
で
す
。
九
月
後
半
に

な
る
と
苑
内
南
の
落
葉
が

集
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
エ

リ
マ
キ
ツ
チ
グ
リ
が
多
数

発
生
し
ま
す
。
そ
の
様
子

は
こ
れ
か
ら
や
っ
て
く
る

倒
木
（
六
年
ほ
ど
前
か
ら

置
か
れ
て
い
た
）
に
初
め

て
発
生
し
た
珍
し
い
き
の

こ
で
し
た
。
そ
の
倒
木
に

は
毎
年
夏
か
ら
秋
に
か
け

て
ア
ラ
ゲ
キ
ク
ラ
ゲ
、
ヒ

ラ
タ
ケ
が
発
生
、
コ
フ
キ

サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
は
一
年

中
発
生
を
繰
り
返
し
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
材
は
き

の
こ
の
作
用
に
よ
り
分
解

が
進
み
、
朽
ち
果
て
る
寸

前
で
し
た
。
そ
の
材
か
ら
、

最
後
の
養
分
を
吸
収
す
る

か
の
よ
う
に
、
大
型
の
キ

ヌ
オ
オ
フ
ク
ロ
タ
ケ
が
発

の
光
沢
が
あ
る
綺
麗
な
大

型
の
き
の
こ
が
発
生
し
ま

し
た
。
大
き
な
エ
ノ
キ
の

昨
年
の
九
月
に
「
母
と

子
の
森
」
で
キ
ヌ
オ
オ
フ

ク
ロ
タ
ケ
と
い
う
絹
状

が
、
胞
子
や
菌
糸
構
造
を

顕
微
鏡
で
観
察
す
る
と
、

面
白
い
ミ
ク
ロ
の
世
界
を

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。き

の
こ
は
自
分
の
子
孫

を
増
や
す
た
め
に
胞
子
を

た
く
さ
ん
作
っ
て
自
然
界

に
飛
ば
し
て
い
ま
す
。
花

粉
と
同
様
、
大
気
中
に

は
き
の
こ
の
胞
子
も
無
数

に
飛
ん
で
い
ま
す
。
ニ
ク

コ
ウ
ヤ
ク
タ
ケ
の
胞
子
は

半
円
形
の
面
白
い
形
を
し
、

糸
状
体
と
い
う
菌
糸
の
組

織
は
ま
る
で
有
刺
鉄
線

の
よ
う
な
形
で
構
成
さ
れ
、

肉
眼
で
は
観
る
こ
と
が
出

来
な
い
不
思
議
な
世
界
が

接
眼
レ
ン
ズ
の
中
で
観
察

で
き
ま
す
。

秋
も
深
ま
り
、
十
一
月

の
紅
葉
が
見
ご
ろ
を
迎
え

る
と
、
苑
内
で
は
エ
ノ
キ

タ
ケ
や
ヒ
ラ
タ
ケ
な
ど
、

冬
の
き
の
こ
が
発
生
し
て

き
ま
す
。
目
線
か
ら
上
に

は
晴
れ
渡
っ
た
空
を
バ
ッ

ク
に
見
事
な
色
彩
の
紅
葉
、

足
下
に
は
秋
の
き
の
こ

が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
て
、

慌
し
く
御
苑
の
秋
は
駆
け

抜
け
て
ゆ
き
ま
す
。

京
都
御
苑
内
で
は
全
て

の
生
物
の
採
集
は
禁
止
で

す
の
で
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

（
京
都
自
然
観
察
学
習
会
）

チ
ガ
エ
ル
は
、
池
の
周
囲

の
キ
シ
ョ
ウ
ブ
の
根
元
で

冬
眠
し
て
い
ま
す
。

ク
サ
ギ
や
キ
ヅ
タ
の
花

が
咲
き
始
め
る
と
、
ク
ロ

ア
ゲ
ハ
や
、
ナ
ガ
サ
キ
ア

ゲ
ハ
、
ア
オ
ス
ジ
ア
ゲ

ハ
、
ナ
ミ
ア
ゲ
ハ
、
ア
カ

タ
テ
ハ
、
ル
リ
タ
テ
ハ
な

ど
様
々
な
蝶
の
パ
レ
ー
ド

と
な
り
ま
す
。
コ
ナ
ラ
の

樹
液
を
吸
飲
す
る
ゴ
マ
ダ

ラ
チ
ョ
ウ
に
よ
く
出
会
え

る
の
も
ト
ン
ボ
池
の
特
徴

と
い
え
ま
す
。

九
月
か
ら
十
月
に
か
け

て
よ
く
見
ら
れ
る
の
は
、

リ
ス
ア
カ
ネ
や
マ
ユ
タ
テ

ア
カ
ネ
な
ど
の
ア
カ
ト
ン

ボ
と
オ
オ
ア
オ
イ
ト
ト
ン

ボ
で
す
。

リ
ス
ア
カ
ネ
に
は
翅
の

先
端
に
黒
褐
色
の
斑
紋
が

見
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
す

が
、
マ
ユ
タ
テ
ア
カ
ネ
の

メ
ス
に
も
翅
の
先
端
に
斑

紋
が
あ
る
場
合
も
あ
る
の

で
要
注
意
で
す
。
マ
ユ
タ

テ
ア
カ
ネ
の
額
を
前
か
ら

見
る
と
、
眉
を
立
て
た
よ

う
に
見
え
ま
す
。
オ
オ
ア

オ
イ
ト
ト
ン
ボ
は
、
翅
を

広
げ
て
止
ま
り
ま
す
が
、

ア
オ
イ
ト
ト
ン
ボ
は
翅
を

半
開
き
に
し
て
止
ま
り
ま

す
。
胸
の
緑
色
が
鮮
や
か

で
、
ス
マ
ー
ト
な
イ
ト
ト

ン
ボ
で
す
。
オ
オ
ア
オ
イ

ト
ト
ン
ボ
の
メ
ス
は
、
池

の
上
に
つ
き
出
た
低
木
の

枝
に
産
卵
管
を
突
き
立
て

て
産
卵
す
る
と
い
う
面
白

い
習
性
が
あ
り
ま
す
。

十
月
の
ト
ン
ボ
池
公
開

の
日
に
は
、
ど
の
よ
う
な

カ
エ
ル
や
蝶
、
ト
ン
ボ
が

迎
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う

か
。
珍
し
い
生
き
物
た
ち

と
の
出
会
い
を
楽
し
み
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
京
都
自
然
観
察
学
習
会
）

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
や

シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ

ル
、
ア
マ
ガ
エ
ル
、
ツ
チ

ガ
エ
ル
で
に
ぎ
わ
う
ト
ン

ボ
池
も
、
十
二
月
に
は
姿

を
見
る
こ
と
は
難
し
く
な

り
ま
す
。
温
度
や
湿
度
が

一
定
に
保
た
れ
る
土
の
中

に
も
ぐ
っ
て
、
冬
眠
し
て

し
ま
う
か
ら
で
す
。

シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ

エ
ル
は
、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ

ル
よ
り
一
ま
わ
り
小
さ
く
、

五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、

地
面
に
穴
を
掘
っ
て
泡
状

の
卵
塊
を
産
み
つ
け
ま
す
。

ト
ン
ボ
池
で
は
、
木
製
の

橋
の
下
や
キ
シ
ョ
ウ
ブ
の

根
元
に
近
い
葉
に
白
い
卵

塊
を
産
み
つ
け
ま
す
。
ア

マ
ガ
エ
ル
に
よ
く
似
て
い

ま
す
が
、
ア
マ
ガ
エ
ル
に

は
顔
の
横
の
鼓
膜
か
ら
鼻

先
に
か
け
て
黒
い
ラ
イ
ン

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
モ

リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
目
の
虹

彩
は
赤
色
で
す
が
、
シ
ュ

レ
ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ
ル
で

は
黄
色
で
す
。
ト
ン
ボ
池

で
生
息
数
の
一
番
多
い
の

は
ツ
チ
ガ
エ
ル
で
す
。
ツ

「京都御苑の自然」
（季節の詩・うたを通して）

小寺　祐三

秋
の
ト
ン
ボ
池
西
台
　
律
子
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■平成22年京都御苑自然教室
　一般の方を対象とした自然教室の今後の予定は、下記
のとおりです。都市の中で貴重な緑をもつ御苑で、秋の
自然を観察しましょう。
 秋の自然教室 “秋の御苑にふれよう”
 11月28日（日）9：30～12：00
主　　催　環境省京都御苑管理事務所 ＴＥＬ075（211）6348
　　　　　㈶国民公園協会　京都御苑 ＴＥＬ075（211）6364
講　　師　京都自然観察学習会の先生方に指導して頂きます。
内　　容　秋の御苑にはどんな草花やキノコがあり、ど
　　　　　んな虫や鳥たちが生活しているか観察します。
集合場所　京都御苑　石薬師御門前
　　　　 （上京区京都御苑内北東門）
受付時間　当日　9：00～9：20
参 加 費　無料
そ の 他　筆記用具をご持参下さい。
　　　　　手持ちのルーペ、双眼鏡、
　　　　　図鑑などの観察用具があ
　　　　　ると便利です。
＊以降自然教室予定　
　　　　　冬の自然教室“冬の御苑にふれよう”
　　　　　平成23年１月23日（日） 9：30～12：00
　　　　　詳細は次号でお知らせします。

催　事　案　内

会　員　募　集
1．会員の種類　　　  （会費の会計年度は1月から12月まで）
　①賛助会員（法人） 年会費 10，000円以上
　②普通会員（個人） 年会費 1，000円以上
2．会員への特典
　①葵祭、時代祭の招待券を進呈します。
　 （ただし、普通会員は会費4，000円以上の方に限ります。）
　②本会発行物をそのつど送付します。
3．申し込み、問い合わせ先
　　　㈶国民公園協会　京都御苑
　　　　　　　　　　　住所　京都市上京区京都御苑3
　　　　　　　　　　　　〒602-0881  ＴＥＬ075（211）6364

和　　　名 開　花　期

7月～9月

9月中旬

11月～ 2月

主に見られる場所

児童公園、
凝華洞跡東側付近
御苑内の各草地

児童公園付近

ミヤギノハギ

ヒガンバナ

サ ザ ン カ

京都御所秋季一般公開
11月17日（水）～11月21日（日）
入場時間　9：00～15：30

入口：宜秋門（ぎしゅうもん）
出口：清所門（せいしょもん）
清所門の最終退出時間は午後 4時 15 分

照会先：宮内庁京都事務所　TEL：075（211）1211

秋のトンボ池一般公開
10月15日（金） ・ 16日（土）  9：00～11：30

近畿大台展・京都御苑自然展
10月9日（土）～31日（日）開催予定
於：閑院宮邸跡レクチャーホール

今出川通

丸太町通

石薬師御門
（集合場所）

京都御所

京都御苑

烏
丸
通

寺
町
通

紅葉の源氏の庭

廬山寺の桔梗

光格天皇・新清和院皇后の厨子

車いす使用者も一緒に座れる野外卓

邸
宅
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

鴨
川
の
西
側
の
堤
防
の

西
に
接
し
て
営
ま
れ
て
い

た
た
め
「
堤
邸
」
と
呼
ば

れ
、
そ
れ
に
因
ん
で
兼
輔

は
、「
堤
中
納
言
」
の
名

で
知
ら
れ
て
い
た
。
紫
式

部
は
百
年
ほ
ど
前
に
兼
輔

が
建
て
た
「
旧
い
家
」
で

一
生
の
大
部
分
を
過
ご
し

た
と
い
わ
れ
、
こ
の
邸
宅

で
藤
原
宣
孝
と
の
結
婚
生

活
を
送
り
、
一
人
娘
（
か

た
こ
・
大
弍
三
位
）
を
育

て
、
源
氏
物
語
を
執
筆
し

た
の
で
あ
る
。

現
在
の
本
堂
は
、
宝
永

五
年
（
一
七
〇
八
）、
天

明
八
年
（
一
七
八
八
）
相

次
い
で
の
焼
失
後
、
寛
政

六
年
（
一
七
九
四
）
七

月
、
閑
院
宮
典す

け
ひ
と仁

親
王
の

葬
儀
が
行
わ
れ
る
に
あ
た

り
、
光
格
天
皇
が
仙
洞
御

所
の
建
物
の
一
部
を
移
築

し
、
朝
廷
、
仙
洞
、
中
宮
、

女
院
お
よ
び
閑
院
宮
家
の

御
下
賜
で
も
っ
て
造
営
さ

れ
た
の
が
現
在
の
御ご

な
い内

仏

殿
（
本
堂
）
で
あ
る
。

閑
院
家
は
東
山
天
皇
皇

子
直
仁
親
王
が
宝
永
七

年
（
一
七
一
〇
）
に
親
王

家
創
始
さ
れ
、
享
保
三
年

（
一
七
一
八
）
正
月
十
二

日
閑
院
宮
の
称
号
を
下
賜

さ
れ
る
。
二
代
典
仁
親
王

は
寛
政
六
年
の
崩
御
の
後
、

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）

三
月
十
九
日
太
上
天
皇
の

追
贈
を
賜
り
、
慶

き
ょ
う
こ
う光

天
皇

と
号
す
る
。
又
そ
の
御
子

祐
宮
（
兼
仁
親
王
）
は
安

永
八
年
（
一
七
七
九
）
に

践せ
ん
そ祚

さ
れ
光
格
天
皇
と
な

ら
れ
る
。
明
治
維
新
ま
で

は
御
黒
戸
四
箇
院
と
い
っ

て
、
宮
中
の
仏
事
を
司
る

寺
院
が
四
ヶ
寺
（
廬
山
寺
、

二
尊
院
、
般は

ん
し
ゅ舟
三
昧
院
、

遣け
ん
こ
う
い
ん

迎
院
）
あ
り
、
そ
の
中

の
一
つ
で
あ
っ
た
。
殊
に

廬
山
寺
は
閑
院
宮
家
の
菩

提
寺
と
い
う
こ
と
で
、
光

格
天
皇
、
閑
院
宮
家
の
遺

品
も
数
多
く
下
賜
さ
れ
、

そ
の
中
で
も
仁
孝
天
皇
が

宮
中
の
黒
戸
（
仏
間
）
で

祭
ら
れ
て
い
た
仁
孝
天
皇

直
筆
の
光
格
天
皇
、
新
清

和
院
皇
后
の
尊
牌
並
び
に

厨
子
の
荘
厳
さ
は
比
類
な

き
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
京
都
の
冬
の
代

表
的
行
事
で
あ
る
節
分
会

は
追
儺
式
鬼
法
楽
、
通

称
「
鬼
お
ど
り
」
と
い
わ

れ
三
匹
の
鬼
（
三
種
の
煩

悩
・
三
毒
（
貪
欲
、
瞋し

ん

恚に

、

愚
痴
））
を
節
分
の
日
に

追
い
払
う
法
会
行
事
が
毎

年
二
月
三
日
に
執
り
行
わ

れ
る
。

（
廬
山
寺
管
長
）

京
都
御
苑
の
前
身
で
あ

る
江
戸
時
代
の
公
家
町
は
、

諸
国
か
ら
や
っ
て
き
た
旅

人
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
年

中
行
事
の
時
に
は
庶
民
が

御
所
に
参
内
で
き
る
な
ど
、

多
く
の
人
が
往
来
す
る
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
空
間
で
し

た
。
国
民
公
園
と
な
っ
た

今
で
も
、
京
都
の
歴
史
を

感
じ
る
観
光
の
場
、
都
市

の
中
に
残
さ
れ
た
自
然
と

触
れ
合
う
場
、
日
常
生
活

の
中
の
憩
い
の
場
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
長

い
歴
史
の
中
で
空
間
の
あ

り
方
や
形
態
は
変
化
し
て

も
、
様
々
な
人
に
利
用
さ

れ
る
場
所
で
あ
る
こ
と
に

は
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

近
年
、
新
た
な
利
用
者

ニ
ー
ズ
や
社
会
情
勢
の
変

化
に
対
応
し
、
誰
も
が
安

全
か
つ
快
適
に
利
用
で
き

る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
考
え
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
京
都
御
苑
で

は
、
全
域
に
広
が
る
歴
史

的
遺
産
の
保
全
に
加
え
、

動
植
物
の
生
育
・
生
息
空

間
へ
の
配
慮
な
ど
の
制
約

が
あ
り
、
一
般
的
な
都
市

公
園
な
ど
の
考
え
方
や
整

備
基
準
を
そ
の
ま
ま
適
用

す
る
こ
と
に
は
問
題
も
多

く
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
を
展
開
す
る
上
で
も

多
く
の
課
題
が
想
定
さ
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
障
が

い
当
事
者
や
専
門
家
に
現

状
に
つ
い
て
点
検
を
行
っ

て
い
た
だ
き
、
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
、
平
成
十
九
年

度
に
策
定
し
た
京
都
御
苑

基
幹
施
設
再
整
備
基
本
計

画
の
な
か
で
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
に
つ
い

て
の
取
組
方
針
を
定
め
ま

し
た
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ

て
は
、
御
所
に
参
観
す
る
、

御
苑
ら
し
い
景
観
を
見
る
、

御
苑
の
文
化
・
歴
史
を
学

ぶ
、
御
苑
の
自
然
に
親
し

む
、
御
苑
で
子
供
を
遊
ば

せ
る
と
い
っ
た
主
な
来
訪

目
的
が
達
成
で
き
る
よ
う
、

優
先
的
に
整
備
す
る
エ
リ

ア
を
設
定
し
、
景
観
を
損

な
う
こ
と
が
な
い
よ
う
な

整
備
方
法
を
採
用
し
て
試

験
的
な
整
備
を
行
い
、
使

い
や
す
さ
と
景
観
へ
の
影

響
に
対
す
る
検
証
を
行
う

こ
と
と
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
平
成

二
十
一
年
度
に
こ
の
エ
リ

ア
内
に
お
い
て
、
砂
利
の

景
観
や
風
合
い
に
配
慮
し

た
舗
装
の
敷
設
、
季
節
の

花
が
楽
し
め
る
場
所
へ
の

ス
ロ
ー
プ
の
設
置
、
車
い

す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
も
利
用

で
き
る
野
外
卓
の
設
置
、

多
目
的
ト
イ
レ
へ
の
オ
ス

ト
メ
イ
ト
設
備
の
導
入
を

図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
は
ハ
ー
ド
面
の

デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
は
な
く
、

ソ
フ
ト
面
で
の
取
り
組
み

も
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
砂
利
道
で
も
走

行
し
や
す
い
電
動
と
バ

ギ
ー
タ
イ
プ
の
車
い
す
の

貸
出
を
開
始
し
た
他
、
季

節
ご
と
に
情
報
を
提
供
す

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
だ
れ
で
も
入
手
で
き

る
場
所
に
設
置
し
ま
し
た
。

今
後
も
利
用
者
の
反
応

や
意
見
を
聞
き
つ
つ
、
整

備
し
た
施
設
が
十
分
に
機

能
し
て
い
る
か
を
検
証
し

な
が
ら
、
様
々
な
人
た
ち

が
京
都
御
苑
を
よ
り
楽
し

め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

（
京
都
御
苑
管
理
事
務
所

普
及
指
導
企
画
官
）

廬ろ

山ざ
ん

寺じ

は
天
台
圓
浄
宗

の
大
本
山
で
、
廬
山
天
台

講
寺
と
も
い
う
。
天
慶
年

間
（
九
三
八
）
比
叡
山
第

十
八
世
座
主
元が

ん
さ
ん三

大
師

（
慈
恵
大
師
）
良
源
が
京
都

の
北
、
船
岡
山
の
南
麓
に

開
い
た
の
に
始
ま
る
。
歴

朝
の
帰
依
厚
く
、
勅
願
寺

と
し
て
、
円
、
密
、
戒
、
浄

の
四
宗
兼
学
道
場
と
し
て

洛
中
の
比
叡
と
称
せ
ら
れ

る
。
そ
の
後
、
応
仁
の
兵

火
に
遭
い
、
ま
た
元
亀
二

年
の
信
長
の
比
叡
山
焼
き

打
ち
に
も
遭
遇
す
る
が
、

正お
お
ぎ
ま
ち

親
町
天
皇
の
勅
命
を
受

け
、天
正
元
年（
一
五
七
三
）

現
在
地
・
紫
式
部
邸
宅
址

に
移
転
す
る
。

当
地
は
紫
式
部
の
曽
祖

父
の
中
納
言
藤
原
兼
輔

（
八
七
七
〜
九
三
三
）
か

ら
伯
父
の
為
頼
、
父
の
為

時
へ
と
伝
え
ら
れ
た
広
い

近
隣
の
寺 

大
本
山
廬
山
寺

町
田
　
泰た

い
せ
ん宣

京
都
御
苑
に
お
け
る

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン　
高
橋
　
博
幸

↑
各
休
憩
所
で
入
手
で
き
る
散
策
マ
ッ
プ


